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同
人
雑
誌
の
友
人
に
、
三

鷹
で
高
島
野
十
郎
展
を
や
っ

て
い
る
よ
、
と
い
わ
れ
て
出

か
け
た
。
増
尾
に
電
気
も
水

道
も
ガ
ス
も
な
い
ア
ト
リ
エ

を
建
て
、
絵
を
描
き
続
け
、

昭
和
50
年
に
野
田
の
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
で
亡
く
な
っ

た
。
柏
市
に
ゆ
か
り
の
深
い

画
家
で
あ
り
、
平
成
12
年
に

は
郷
土
作
家
展
と
し
て
柏
市

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
、
69
点
を

展
覧
し
て
い
る
。

昨
年
12
月
に
、
生
地
に
近

い
福
岡
県
立
美
術
館
で
、
没

後
30
年
の
回
顧
展
を
開
催
、

百
点
が
公
開
さ
れ
、
三
鷹
に

も
6
月
10
日
ー
7
月
17
日
の

巡
回
と
な
っ
た
。

孤
高
の
画
家
、
と
い
う
の

は
郷
土
作
家
展
の
タ
イ
ト
ル

だ
が
、
「
写
実
に
か
け
た
孤

独
の
画
境
」
の
方
が
い
い
。

孤高の画家・高島野十郎

増尾にアトリエを建て、パラダイスだよ

本
名
・
弥
寿
（
や
じ
ゅ
）
、

明
治
23
年
生
ま
れ
。
福
岡
の

酒
造
業
の
四
男
。
東
京
帝
国

大
学
農
学
部
の
水
産
学
科
を

主
席
で
卒
業
、
恩
賜
の
銀
時

計
を
辞
退
し
た
と
い
う
。
以

後
、
独
学
で
絵
を
描
く
。

三
鷹
で
の
百
点
を
見
る
。

生
前
、
つ
い
に
無
名
で
過
ぎ

た
画
家
に
光
を
当
て
た
人
が

福
岡
県
立
美
術
館
に
い
た
。

お
か
げ
で
、
そ
の
足
跡
を
心

お
き
な
く
た
ど
れ
る
。

克
明
な
写
実
、
目
に
見
え

る
も
の
す
べ
て
に
等
し
く
眼

差
し
を
注
ぐ
。
そ
れ
が
「
慈

悲
」
だ
と
い
う
。
「
慈
悲
と

し
て
の
写
実
」
と
さ
れ
る
。

増
尾
の
ア
ト
リ
エ
に
井
戸

を
掘
っ
た
。
水
道
水
は
飲
ま

な
い
。
訪
ね
た
姪
に
、
こ
こ

は
パ
ラ
ダ
イ
ス
だ
と
い
っ
た

と
い
う
。
こ
こ
で
月
と
太
陽

と
蝋
燭
の
炎
を
描
い
た
。
柏

の
郷
土
画
家
で
あ
る
。

柏
市
教
育
委
員
会

で
は
7
月
19
日
ー
30

日
、
大
津
が
丘
の
中

村
順
二
美
術
館
で
、

市
が
所
蔵
し
て
い
る
、

高
島
野
十
郎
10
点
、

塩
水
流
功
（
し
お
ず

る
・
い
さ
お
）
４
点
、

芹
沢
銈
介
４
点
の
美

術
品
展
を
開
い
た
。

三
鷹
の
野
十
郎
展

に
続
い
て
開
か
れ
て

い
る
が
、
関
係
は
な

い
。
会
話
絵
画
と
言

わ
れ
る
塩
水
流
の
作

品
が
懐
か
し
い
。

中
村
順
二
美
術
館
で↑

柏
市
所
蔵
美
術
品
展

没後３０年 高島野十郎展
三鷹市美術ギャラリーのパンフレットから

㊤㊧絡子（らくす）をかけたる自画像(大正9年）
㊧イタリヤの海 キオッジア漁村（昭和５－８年）
㊥㊧すいれんの池（昭和24年） ㊨流（昭和32

年）
㊦㊧太陽 （昭和50年） ㊨菜の花（昭和40年）
なお、パンフレットには、満月（昭和38年）、柿
（昭和37年）、雨 法隆寺塔（昭和40年）、蝋燭
（昭和9年）が掲載されている。

三鷹市美術ギャラリーで没後30年展

たかしまやじゅうろう


